
レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、釣
ちょうこう

行に「必
ひつよう

要なもの」から「道
どうぐ

具の扱
あつか

い方
かた

とセッティング」、「釣
つ

るコツ」を紹
しょうかい

介。
一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けましょう!!

お買
か

い物
もの

リスト

ガイド 管
かんりつ

理釣り場
ば

ルアーフィッシング用
よう

ロッド＆スピニングリールセット
ニジマス、その他

た

　バージョン安心あん

しん

※裏
うらめん

面は、釣
つ

るためのテクニックを紹
しょうかい

介 !!

爆
ばくちょう

釣への道
み ち

は
熟
じゅくどく

読にアリ !!

ミノー

スプーン

ハンドルを交
こうかん

換して
使
つか

いやすくしよう

通
つうじょう

常はラインを
巻

ま

き取
と

る方
ほうこう

向で
固

こてい

定します。

ベールアームが回
かいてん

転し
て糸

いと

を巻
ま

き取
と

るタイプ。

道
みちいと

糸を巻
ま

くため
のとってです。

ここに道
みちいと

糸を通
とお

して巻
ま

く。
キャスト時

じ

は開
ひら

きます。 

ここを締
し

めることで
道
みちいと

糸にブレーキがかか
ります。また緩

ゆる

めると
出
で

やすくなります。

　スピニングリールはハンドルの左
さゆうこうかん

右交換が簡
かんたん

単
にできます。ロッド操

そうさ

作は利
き

き手
て

の方
ほう

が上
うま

手くい
くので右

みぎき

利きの人
ひと

は、左
ひだり

ハンドルに。左
ひだりき

利きの人
ひと

は、右
みぎ

ハンドルに変
か

えるのがベストです。
①ハンドルの反

はんたい

対に付
つ

いている
キャップを外

はず

します。

②10円
えんだま

玉などの硬
こうか

貨でネジを回
まわ

してネジ
止
と

めごと抜
ぬ

き、ハンドルも外
はず

します。

③ネジとハンドル
を入

い

れ替
か

えて差
さ

し込
こ

み、ネジを締
し

め、キャップを付
つ

けて完
かんりょう

了です。

ハンドル

ベールアーム

ドラグ

ストッパーレバー

悪
わる

い例
れい

良
よ

い例
れい

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

2 ベールアームを起
お

こし、
　 ラインをガイドに通

と お

す

良
よ

い例
れい

・悪
わる

い例
れい

リールのベールアームを起
お

こし、リールに近
ちか

いガイドから順
じゅんじょよ

序良く通
とお

します。

先
せんたん

端のガイドまでラインを通
とお

しきったら、ゆと

りを持
も

たせてベールアームを戻
もど

しましょう。

リールの一
いちばんうえ

番上のつまみを回
まわ

して圧
あつ

を調
ちょうせい

整します。ファイト

中
なか

、魚
さかな

の引
ひ

きにハリスやリーダーが耐
た

えきれず負
ま

ける（切
き

れ

る）寸
すんぜん

前に、ラインが出
で

るようにセットするのが理
りそうてき

想的です。詳
くわ

しくは、ゴールドマニュアルブック133ページをチェック！

ドラグ調
ちょうせい

整も行
おこな

おう

ハリ外
はず

しにも使
つか

え
るハサミは必

ひつじゅひん

需品
となります。

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングをマスターして快
かいてき

適な釣
つ

りを！

サイトフィッシング（魚
さかな

を確
かくにん

認して釣
つ

る方
ほうほう

法）が楽
たの

しめま
す。水

すいめん

面の乱
らんはんしゃ

反射を防
ふせ

ぐ偏
へんこう

光タイプを持
じさん

参しましょう。

ルアー

全
ぜんそうさぐ

層探れるスプーンが基
きほん

本ルアーとなりま
す。１～３ｇまでの各

おのおの

タイプを用
ようい

意しておく
と攻

こうりゃく

略の幅
はば

が広
ひろ

がります。また引
ひ

くと泳
およ

ぎ、ト
リッキーな動

うご

きも演
えんしゅつ

出できるミノーやクラン
クベイトがあると有

ゆうり

利と言
い

えます。

【釣
つりぐ

具のセッティング】【スピニングリールの特
とくちょう

徴】

作
さぎょう

業は、ロッドをつな

ぎ、ラインをガイドに

通
とお

す。そしてルアーに

結
むす

ぶだけです。

※穂
ほさき

先（先
せんたんぶ

端部）はデ

リケートなので、やさ

しく扱
あつか

いましょう！

3 ラインの先
せ ん た ん

端にルアーを結
む す

ぶ

穂
ほさき

先から順
じゅん

に継
つ

いでいきましょう。継
つ

ぎ目
め

の根
ねもと

元を持
も

ち、ジョイント部
ぶ

を合
あ

わせ、軽
かる

く

ねじ込
こ

むように押
お

し込
こ

みます。ラインを通
とお

すガイドを一
いっちょくせん

直線にすることも忘
わす

れずに ！

クランクベイト

1〜3の順
じゅん

でセットしよう

1

2

3

★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物やルアーを購
こうにゅう

入

3種
しゅ

1 2 3 4

5 6 7 8 9

竿
さおさき

先からのラインをルアー
のアイ（輪

わ

）に通
とお

します。

イラストのように
ラインを親

おやゆび

指と
人
ひとざ

差し指
ゆび

でつかみ
ましょう。

つかんだ手
て

の中
なかゆび

指と
薬
くすりゆび

指の外
そとがわ

側に先
せんたんがわ

端側の
ラインを回

まわ

し、ルアー
がぶら下

さ

がっているラ
インに絡

から

めます。

ルアーをイラスト
の よ う に２ ～ 3
回
かいてん

転させます。

ラインの先
せんたん

端をⒶ
の隙

すきま

間に通
とお

します。

先
せんたん

端をしっかり
通
とお

しましょう。
穂

ほさきよ

先寄りのラインと
先
せんたんがわ

端側のラインを引
ひ

いて締
し

め込
こ

みます。 

穂
ほさきよ

先寄りのラ
インを引

ひ

き、
締
し

め込
こ

んでで
きた結

むす

び目
め

を
ルアー側

がわ

にズ
ラします。

きっちりア
イまでズラ
して、さらに
締
し

め 込
こ

み、
余
あま

ったライ
ンを切

き

って
終
しゅうりょう

了です。

A

釣
ちょうこうぜんじつ

行前日までに○要
ようじゅんび

準備！疑
ぎもん

問があったら釣
つりぐてん

具店に!!

偏
へんこう

光サングラス 1つ

フィールドプライヤー

1つ 「ルアーケース」
や「ランディン
グネット」など、

『ゴールドマニュ
アルブック』の
61ページを参

さんこう

考
にしましょう。

その他
ほか

あると便
べんり

利グッズ

あっという間
あいだ

にルアーが結
むす

べる“ハングマンズノット”で結
むす

びま

しょう。やり方
かた

は以
いか

下の通
とお

りです。



キャストに入
はい

る前
まえ

は、ロッドをしっかり握
にぎ

って備
そな

えましょう。

1

2

3

利
き

き手
て

の中
なかゆび

指と薬
くすりゆび

指の間
あいだ

にリールフットをはさみ、
しっかりホールドします。

ラインローラーをリー
ルシートの位

いち

置に持
も

っ
てきて、 人

ひとざ

差し指
ゆび

に
道
みちいと

糸を掛
か

けます。 

ベールアームをイラスト
のようにオープンにして
準
じゅんびかんりょう

備完了です。 

1

2

3
4

5

脇
わき

を締
し

めて、狙
ねら

うポイントの正
しょうめん

面にロッドを
向
む

けてイラストのように構
かま

えます。ルアーの
たらし（穂

ほさき

先からルアーまでの距
きょり

離）は10
～ 15cmにしましょう。

ルアーや仕
しか

掛けが絡
から

まないよう
に、肘

ひじ

だけを垂
すいちょく

直に曲
ま

げ、ゆっくり
振
ふ

り上
あ

げます。

耳
みみ

の後
うし

ろまでテイクバックさせたら、素
すばや

早く戻
もど

します。軽
かる

く
手

てくび

首を返
かえ

すイメージでキャストするとロッドの弾
だんりょくせい

力性を活
い

かすことができます。
投
な

げようとする方
ほうこう

向の斜
なな

め
45度

ど

を指
ゆび

差
さ

すようにして糸
いと

を放
はな

します。

❹リリース（糸
いと

を放
はな

す）
　タイミング

❸フォワードキャスト

❷テイクバック

❶アドレス

ルアーを前
ぜんぽう

方へ飛
と

ばし
ている時

とき

は、このくらい
の位

いち

置をキープ。

❺フィード

リールが上
うえ

を向
む

くようにキ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

★釣
つ

り方
かた

のコツ：管
かんりつ

理釣り場
ば

のニジマスその他
た　へん

編
管
かんりつ

理釣り場
ば

の一
いっきゅう

級ポイントは、ズバリ！　流
なが

れのある場
ばしょ

所になります。魚
さかな

は流
なが

れに対
たい

して泳
およ

いでくるし、通
つうじょう

常そうした場
ばしょ

所は、酸
さんそ

素も充
じゅうぶん

分にあります。
湖
こしょうがた

沼型なら、水
みず

をかき回
まわ

す“かくはん器
き

”やエアポンプ周
まわ

り。人
じんこうけいりゅう

口渓流なら、せき止
と

めた石
いし

の間
あいだ

から水
みず

が流
なが

れ落
お

ちる場
ばしょ

所などを狙
ねら

いましょう。
★ポイントはココ

ニジマスの攻
こうりゃく

略は、その日
ひ

のタナ発
はっけん

見あり！
全
ぜんそうさぐ

層探れるスプーンで効
こうりつよ

率良く探
さぐ

ろう!!
　いろいろなトラウトが放

ほうりゅう

流されている管
かんりつ

理釣り場
ば

は、ニジマスとニジ
マス以

いがい

外の魚
さかな

に分
わ

けて戦
せんりゃく

略を立
た

てることが好
こうちょうか

釣果の第
だいいっぽ

一歩になります。
ニジマスはその日

ひ

の活
かっせい

性（食
く

い気
き

）でタナを変
か

えるので、まずはタナ探
さぐ

り
から始

はじ

めましょう。
　なお、使

しよう

用ルアーは、スプーンをオススメ。表
ひょうそう

層を探
さぐ

りたければ、キャス
ト後

ご

、すぐリールを巻
ま

けば良
よ

いし、そのままにしておけば底
そこ

まで落
お

ちる。
これひとつで全

ぜんそうさぐ

層探れます。

！
　穂

ほ

先
さき

を痛
いた

める一
いちばん

番の
原
げんいん

因で、結
けっか

果、破
はそん

損。釣
つ

り
が出

でき

来なくなります。
　ルアーが水

すいめん

面に見
み

え
たらリールを巻

ま

くのを
止
や

めて、距
きょり

離を確
かく

認
にん

。
手
てもと

元にくるように回
かい

収
しゅう

しましょう。

※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかりお手
てい

入れを!!
　レンタル釣

つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお手
てい

入れをし、
元
もとどお

通りに梱
こんぽう

包しておきましょう。また釣
つりぐ

具にキズ
を付

つ

けたり、壊
こわ

してしまった場
ばあい

合は、その箇
かしょ

所を
メモに残

のこ

して箱
はこ

の中
なか

に入
い

れておきましょう。

ロッドをたたむ
場

ばあい

合は…
バッド部

ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に外
はず

して
行
い

きます。ジョイント部
ぶ

がキツク
締
し

まっている場
ばあい

合は、継
つ

ぎ目
め

の
部
ぶぶん

分を持
も

ち、雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るようにネ
ジりながら引

ひ

くとうまく抜
ぬ

けます。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って外
はず

さない
こと。穂

ほさき

先が折
お

れます！

イワナやヤマメ、ブラウンはトリッキーな
ミノーアクションで誘

さそ

うと効
こうか

果あり

※回
かいしゅうじ

収時のルアーの
　巻

ま

き込
こ

み過
す

ぎに注
ちゅうい

意！　

　自
じぶん

分はもちろん、他
ほか

の人
ひと

に踏
ふ

まれて折
お

れることが
よくあります。ロッドを置

お

く場
ばあい

合は、荷
にもつ

物に立
た

て掛
か

け
るなど、地

じめん

面に寝
ね

かせないように置
お

きます!!

※むやみにロッドを地
じめん

面に置
お

かない！ルアーが着
ちゃくすい

水したら、
リールのベールアーム
を閉

し

めましょう。

❻

10〜
15㎝

　イワナやヤマメ、ブラウン類
るい

は、魚
さかな

を模
も

した小
こがた

型ミノーやクランクベイトで勝
しょうぶ

負しましょう。この魚
さかなたち

達は大
おおがた

型にな
ればなるほど小

こざかな

魚を良
よ

く追
お

い、食
く

いついてきます。その習
しゅうせい

性を利
りよう

用して食
く

わせましょう。
　比

ひかくてき

較的、表
ひょうそう

層を意
いしき

識しているイワナやヤマメは、スローな動
うご

きも有
ゆうこう

効ですが、早
はや

い動
うご

きにも反
はんのう

応します。リトリーブ
に緩

かんきゅう

急をつけて探
さぐ

りましょう。また、イラストのようなトゥイッチングでアクティブに誘
さそ

うのも効
こうかてき

果的となります。

ロッドティップをチョンチョンと
弾
ひ

くイメージで動
うご

かしつつリール
を巻

ま

きます。ルアーが、予
よそうがい

想外の
動
うご

きをしてくれるので、より効
こうりつ

率
よく誘

さそ

えます。慣
な

れるまで練
れんしゅう

習し
ましょう。

トゥイッチングは…

使
つか

っているスプーンが底
そこ

まで何
なんびょう

秒で到
とうたつ

達す
るかを数

かぞ

えます。その秒
びょうすう

数の半
はんぶん

分で引
ひ

き
だせば中

ちゅうそう

層を探
さぐ

ることになります。また
各
かくびょうすう

秒数ごとに引
ひ

けば、さらに細
こま

かくレンジ
（深

ふか

さ）を探
さぐ

れ、結
けっか

果、タナがハッキリ見
み

えてきます。

中
ちゅうそう

層を探
さぐ

る場
ばあい

合は
カウントダウンを利

りよう

用　ノーアクションのスローが基
きほん

本となり
ます。一

いってい

定のスピードで引
ひ

くステディー
リトリーブが警

けいかいしん

戒心を与
あた

えず効
こうかてき

果的で
す。ルアーがユラユラと泳

およ

ぐ最
さいていげん

低限のス
ピードをベースに、速

そくど

度を変
か

えて各
かくそう

層を
探
さぐ

って結
けっか

果を出
だ

しましょう！

ルアーの引
ひ

き方
かた

は…

◆アタリとアワセのポイント

アタリは穂
ほさき

先とリールで取
と

れます。ロッドとラインを
一
いっちょくせん

直線にして、ルアーを引
ひ

くと、リールの回
かいてん

転が重
おも

く
なり、穂

ほさき

先に衝
しょうげき

撃が伝
つた

わります。その時
とき

がアワすチャ
ンスとなります。

また、ラインの張
は

りでアタリを取
と

ることもできます。
ラインを少

すこ

し弛
ゆる

ませた状
じょうたい

態でリトリーブ。こちらはラ
インが張

は

った時
とき

がアワセのタイミングになります。


